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秋
田
空
港
を
抱
え
、
本
県
の
玄
関
口
と
し
て
の
景
観
整
備
を
重
点
事
業
の
一
つ
と
す
る
雄
和

町
。
ダ
リ
ア
園
を
含
む
観
光
拠
点
施
設
「
華
の
里
」
エ
リ
ア
、
住
民
の
生
涯
学
習
を
目
的
と
し
た

「花
い
っ
ぱ
い
運
動
」な
ど
、
「花
」を
活
用
し
た
各
種
施
策
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

 
「
花
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
個
性
的
な
地
域
づ
く
り
を
（
雄
和
町
） 

秋
田
市
の
南
東
に
接
し
、
中
心

部
を
雄
大
な
雄
物
川
が
貫
流
す
る

雄
和
町
。
秋
田
空
港
を
抱
え
、
秋

田
市
を
は
じ
め
周
辺
市
町
村
に
ア

ク
セ
ス
す
る
交
通
の
要
衝
と
な
る

本
県
の
「
玄
関
口
」
と
し
て
数
多

く
の
来
訪
者
を
迎
え
入
れ
ま
す
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迎
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る
観
光
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糠
塚
「
華
の
里
」
エ
リ
ア 

糠
塚
「
華
の
里
」
エ
リ
ア 

空
港
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
道
路
に

面
し
た
糠
塚
「
華
の
里
」
は
、「
雄

和
国
際
ダ
リ
ア
園
」
を
中
心
に
、

観
光
交
流
館
「
ヴ
ィ
ラ
・
フ
ロ
ー

ラ
」
等
の
施
設
が
集
積
さ
れ
た
同

町
の
観
光
拠
点
で
す
。
約
１
．
２

ｈａ
の
敷
地
を
持
つ
園
内
に
は
７

０
０
種
７
，
０
０
０
株
、
世
界
の

国
々
の
高
品
質
な
ダ
リ
ア
が
咲
き

競
い
、
色
鮮
や
か
な
花
を
観
賞
す

る
た
め
に
多
く
の
人
が
訪
れ
ま
す
。

こ
の
エ
リ
ア
で
は
イ
ベ
ン
ト
も
含

め
る
と
、
来
訪
者
は
年
間
２０
万
人

前
後
を
数
え
ま
す
。
ま
た
、
背
後

の
斜
面
に
は
１
，
０
０
０
本
の
桜

が
植
え
ら
れ
、
春
の
散
策
も
楽
し

む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
今
シ
ー
ズ

ン
は
キ
ク
科
で
白
や
ピ
ン
ク
の
淡

い
色
の
花
を
つ
け
る
「
ク
ジ
ャ
ク

ソ
ウ
」
が
、
ダ
リ
ア
園
の
周
辺
を

取
り
囲
む
に
よ
う
に
、
約
１
．
５

ｈａ
に
び
っ
し
り
植
栽
さ
れ
ま
し

た
。
開
花
は
９
月
～
１１
月
上
旬
で
、

見
頃
の
重
な
る
鮮
や
か
な
ダ
リ
ア

と
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が
際
立
つ
上
、

道
路
か
ら
見
え
る
様
子
は
エ
リ
ア

全
体
が
華
や
か
さ
で
一
変
し
た
感

が
あ
り
ま
す
。 
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で
は
、
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ダ
リ
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園
に
チ

ュ
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ッ
プ
な
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春
～
夏
に
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く

花
を
植
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関
す
る
イ
ベ
ン
ト
等
の
開
催
も
多

く
、
内
外
に
「
花
の
ま
ち
」
の
印

象
を
強
め
て
い
る
ほ
か
、
ダ
リ
ア

染
め
な
ど
の
特
産
品
開
発
も
試
み

始
め
る
な
ど
、
特
色
を
打
ち
出
し

て
い
ま
す
。 

 

空
港
道
路
を
彩
る 

７
ｋｍ
の
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド 

 

昭
和
５９
年
に
開
催
さ
れ
た
イ

ン
タ
ー
ハ
イ
に
合
わ
せ
、
歓
迎
の

ム
ー
ド
を
高
め
る
た
め
に
同
町
が

始
め
た
の
が
、「
花
い
っ
ぱ
い
運

動
」。
以
来
、
今
日
ま
で
根
気
強
く

継
続
さ
れ
て
き
ま
し
た
。 

空
港
道
路
沿
い
に
植
栽
さ
れ
た

マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
は
１１
万
本
、
岩

見
川
を
渡
る
秋
雄
大
橋
か
ら
役
場

庁
舎
前
ま
で
の
約
７
ｋ
ｍ
も
の
区

間
に
、
満
開
と
な
る
９
月
中
旬
か

ら
見
頃
の
終
わ
る
１１
月
中
旬
ま

で
の
間
、
道
路
を
彩
り
ま
す
。
ふ

っ
く
ら
と
し
た
ボ
リ
ュ
ー
ム
感
と

鮮
や
か
な
オ
レ
ン
ジ
色
の
花
々
は
、

ド
ラ
イ
バ
ー
の
目
を
楽
し
ま
せ
る

と
と
も
に
、
道
路
の
形
や
幅
員
を

示
す
な
ど
交
通
安
全
に
も
一
役
か

っ
て
い
ま
す
。 

全国でもトップクラスの規模を誇る「雄和国際ダリア園」。 

沿道を飾る鮮やかなオレンジ色の

マリーゴールド。 

ま
た
、
自
治
会
や
施
設
、
事
業

所
等
の
各
団
体
に
苗
の
希
望
を
取

り
、
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
、
ア
ゲ
ラ

タ
ム
、
サ
ル
ビ
ア
等
の
苗
を
無
料

配
布
し
、町
内
美
化
を
兼
ね
た「
花

壇
コ
ン
ク
ー
ル
」
を
開
催
し
て
い

ま
す
。
現
在
は
約
５０
団
体
が
申

請
・
実
施
し
て
お
り
、
地
域
の
子

供
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
が
参
加
し

植
栽
す
る
こ
の
運
動
は
、
青
少
年

教
育
～
生
涯
学
習
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
が
、
現
在
で
は
住
民
意
識

も
高
ま
り
、
運
動
も
す
っ
か
り
定

着
し
て
い
ま
す
。 

同
町
で
は
こ
こ
数
年
ド
ラ
イ
フ

ラ
ワ
ー
用
の
花
の
苗
等
を
配
布
す

る
な
ど
、
農
業
振
興
と
絡
め
た
転

作
作
物
と
し
て
の
花
き
栽
培
を
試

み
て
き
ま
し
た
が
、
今
度
は
食

用
・
観
賞
用
と
し
て
野
生
種
で
あ

る
「
ヤ
マ
ユ
リ
」
を
産
地
化
し
よ

う
と
、
今
年
１０
人
の
農
家
に
球
根

を
各
２
５
０
球
ず
つ
配
布
し
ま
し

た
。
同
町
で
は
既
に
別
の
１０
農
家

が
栽
培
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
昨

年
は
３
，
０
０
０
球
の
出
荷
を
し

て
い
ま
す
。
今
回
の
配
布
分
は
２

年
後
に
は
商
品
と
し
て
出
荷
で
き

る
見
込
み
で
す
。 

 

産
地
化
に
向
け
た 

 

ヤ
マ
ユ
リ
の
球
根
配
布 

球
根
は
同
町

の
菅
野
一
吉
さ

ん
が
山
林
に
自

生
す
る
ヤ
マ
ユ

リ
か
ら
種
を
採

取
し
育
て
た
も

の
。
直
径
は
１

～
２
セ
ン
チ
、

出
荷
時
に
は
５

～
６
セ
ン
チ
程

ま
で
成
長
し
ま

す
。
健
康
食
品

と
し
て
人
気
が
あ
る
ほ
か
、
切
花

と
し
て
も
香
り
が
高
く
、
ま
た
、

庭
や
公
園
の
ア
ク
セ
ン
ト
と
し
て

造
園
業
者
か
ら
の
需
要
も
多
い
な

ど
、
近
年
ヤ
マ
ユ
リ
の
販
路
は
拡

大
し
て
い
ま
す
。
栽
培
農
家
の
グ

ル
ー
プ
で
は
今
後
、
栽
培
技
術
の

向
上
や
出
荷
時
に
お
け
る
大
き

さ
・
形
な
ど
の
規
格
付
け
、
流
通

す
る
市
場
の
研
究
な
ど
の
具
体
的

課
題
に
取
り
組
ん
で
い
く
と
の
こ

と
。
ま
た
、
安
定
供
給
を
目
指
す

た
め
来
年
度
を
目
標
に
生
産
組
合

を
設
立
し
、
栽
培
か
ら
販
売
ま
で

を
独
立
し
て
行
い
た
い
と
し
て
い

ま
す
。 
開
花
時
に
は
沿
道
の
畑
に
咲
く

ヤ
マ
ユ
リ
も
街
並
み
の
景
観
に
一

役
か
う
こ
と
で
し
ょ
う
。 

 

住
民
を
交
え
検
討
中
の 

「
景
観
条
例
」
の
策
定 

 

討
論
会
で
は
、
雄
物
川
を
は

じ
め
自
然
の
多
い
同
町
の
環
境

保
全
と
と
も
に
、
や
は
り
秋
田

空
港
か
ら
の
来
訪
者
に
好
印
象

を
与
え
た
い
と
の
意
見
も
多
く

見
ら
れ
ま
す
。
各
部
会
で
は
小
中

学
生
か
ら
の
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
も

反
映
さ
せ
な
が
ら
、
空
港
道
路
に

乱
立
す
る
広
告
看
板
に
よ
る
景
観

阻
害
の
解
消
と
と
も
に
、
花
を
活

用
し
た
各
家
庭
の
庭
先
づ
く
り
な

ど
も
提
案
し
て
い
ま
す
。 

町
で
は
景
観
保
存
・
創
造
を
目

的
と
し
た
「
景
観
条
例
」
を
策
定

す
る
た
め
、
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー

プ
を
立
ち
上
げ
て
現
在
検
討
を

行
っ
て
い
ま
す
。
メ
ン
バ
ー
は

公
募
に
よ
り
集
ま
っ
た
各
世
代

に
及
ぶ
町
民
１７

名
で
、
「
道

路
・
屋
外
広
告
」「
河
川
・
森
林
」

「
宅
地
・
公
共
施
設
」
の
３
つ

の
専
門
部
会
を
構
成
。
こ
の
１２

月
に
は
骨
子
を
ま
と
め
、
年
明

け
か
ら
素
案
作
り
を
行
う
こ
と

を
目
標
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

転作田に咲くヤマユリの花。 

観
光
、
教
育
、
福
祉
、
農
業
…

各
所
管
に
わ
た
り
「
花
」
を
キ
ー

ワ
ー
ド
に
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る

雄
和
町
。
徹
底
し
た
施
策
は
現
在

町
の
個
性
と
な
っ
て
い
ま
す
。 


